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１　問題         

本論文は、全国地域活動連絡協議会(通称、「母親クラブ」)

が平成２４年度に実施した「心のつぶやき」活動で得ら

れたデータの一部に再検討を加えたものである。

　沢崎（２０１３）は全国地域活動連絡協議会の児童虐

待防止の取り組みが、児童虐待予防を広い意味で捉え、

「『親自身が自信をもって生き生きと生きる、すなわち

親や大人自身の成長を含めて、広く子どもの安心感や豊

かな成長を保障する環境をつくる』という視点にたって」

いることを確認した。このような視点にたって、全国地

域活動連絡協議会は「親や子ども達の素朴な生の声を集め、

それらを集約することが、今、子育てに悩んでいる親た

ちへの支援・虐待予防につながるのでは」と考え、「心

のつぶやき」募集の活動を開始した。具体的には４００

字以内で、「家族の間で感じた喜び、希望、悩み、不満

など」を「一言・川柳・文章等」の形で投稿を求めた。

初年度であった平成２４年度は１７８件の投稿があり、

全国地域活動連絡協議会（２０１３）は、それらの投稿

をカテゴリー化して整理している（表１）。

　本研究はそれらの投稿のいくつかを手がかりにして、「親

自身が生き生きと生きる」力の源や「子育ての大変さを

かかえながらもそれらをどうはね返したり、しのいだり

しているのか」を探ることで、家族そのものや家族をと

りまく環境が持っているであろう、児童虐待や不適切な

養育に対する「補償因子（防御要因）」についての仮説

生成に迫ろうとするものである。

２　方法

（１）対象：平成２４年度に全国地域活動連絡協議会が

実施した「心のつぶやき」募集活動に投稿した１７８件

の投稿のうち、父母の視点から書かれた投稿１４０件（子

どもや祖父母等の視点等からのものは除外した。）。

（２）方法：全国地域活動連絡協議会が整理したカテゴリー

分けをふまえ、それらのカテゴリーごとに、代表的な投

稿例をとりあげ、児童虐待・不適切な養育の補償因子と

なりうる体験の記述を特定し、考察を加える。今回はカ

テゴリーをまとめる枠組みとして、「子育てにやりがい

を感じる力の源」「不安・困難ななかでの喜び・支え」「親

自身の成長とそれを可能にしたきっかけ」「様々な家族

とその抱える困難」を採用した。今回対象とした投稿に

関係するカテゴリーを今回の枠組みの中に整理して示し

たものが、表２である。

表１　平成２４年度投稿のカテゴリー整理枠組み

（１）様々な家族とその抱える困難

　　　　①悩みはつきない

　　　　②離婚・単親

　　　　③病気・障害

　　　　④死

　　　　⑤妊娠・出産

（２）はねのける力の源

　　　　①何げない会話

　　　　②笑顔の力

　　　　③寝姿

　　　　④子どもの成長

　　　　⑤新しい兄弟への思い

　　　　⑥そのやさしい気持ちがうれしいよ

　　　　⑦夫婦・友達

（３）親の思い込みの変化・親の成長

（４）パパのつぶやき

（５）祖父母・地域の人のかかわり

（６）子どもの声
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表２　今回のカテゴリー整理枠組み

（１）子育てにやりがいを感じる力の源

　　　　①何げない会話

　　　　②笑顔の力

　　　　③寝姿

（２）不安・困難ななかでの喜び・支え

　　　　①子どもの成長

　　　　②新しい兄弟への思い

　　　　③そのやさしい気持ちがうれしいよ

　　　　④夫婦・友達

（３）親自身の成長とそれを可能にしたきっかけ

　　　　①親の思い込みの変化・親の成長

（４）様々な家族とその抱える困難

　　　　①悩みはつきない

　　　　②離婚・単親

　　　　③病気・障害

　　　　④死

　　　　⑤妊娠・出産

　　　　⑥パパのつぶやき

３　結果と考察

　親自身が子育てにやりがいを感じる、あるいは不安・困

難ななかでの喜びや支えとなっているのはどのような体験

であるのだろうか。以下に、カテゴリーごとに代表的な投

稿例を取り出し、とくに児童虐待・不適切な養育の補償因

子を考える際に関係が深いと思われる記述を特定し、それ

をゴチック体で示し、考察を加えた。

（１）子育てにやりがいを感じる力の源

　この節に含めた３つのカテゴリー（「何げない会話」「笑

顔の力」「寝姿」）はそれ自体で、子育てにやりがいを感

じる力の源を示しているといえるが、さらに、各カテゴリー

の代表的な投稿例からその「補償因子」の可能性となりう

る体験の特質を探る。

①�何げない会話

投稿１　何げない　会話が実は　宝物

投稿２　毎日の　親子の会話　たのしみだ

　私たちは、何げない会話を、それこそ毎日何げなく交わ

している。それを「宝物」と感じられる時がある。

②�笑顔の力

投稿３　怒っても　しかっても許してしまう　その笑顔

　　　　高校生の男の子と小学生の女の子。毎日小言の日々。

　　　　でもどんなに私が怒ってもお調子の２人はすぐ笑

　　　　顔で話しかけてきます。その顔を見ると怒ってい

　　　　た気持ちはどこかへ行っていつも通りになる我が

　　　　家。反省はないのでしょうか？毎日同じようなこ

　　　　とでやりあっています。

　　　　私と子どもたち、あと旦那とも。

投稿４　いたずらも　忘れてしまう　その笑顔

投稿５　“だっこ、だっこ”で疲れ倍増！“にっこ、にっ

　　　　こ”で幸せ倍増！

投稿６　何よりも　幸せくれる　子の笑顔

投稿７　仕事で疲れはてて帰ってきた夜、子ども達の「お

　　　　かえり」の笑顔で何度すくわれたことでしょう。

　　　　母親らしいことをあまりできなくてごめんね。一

　　　　緒に居られる時間を大切に、これからもみんな笑

　　　　顔でいられますように。

　「怒りを忘れさせてしまう」笑顔、「幸せが倍増する」

笑顔、「仕事で疲れ果てた親を救う」笑顔、様々な笑顔の

力がみられる。

③�寝姿

投稿８　暑いけど　四人くっつき寝る　しあわせ

投稿９　我が家には息子が３人。周囲の人は大抵「大変そ

　　　　～」とか「うわぁ～」という反応。でも幸い私に

　　　　は娘がいないから、息子は大変というのがわから

　　　　ない。兄２人が泣く三男を笑わせるため必死にヘ

　　　　ン顔している姿。熱帯夜に３人重なり合うように

　　　　ねむる姿などなど。３人息子がくれる幸せな時が

　　　　沢山あるんです。

投稿１０　おこっても　けんかをしても　ゆるしちゃう?

　　　　　ねがおをみたら　ゆるしちゃう?

　「怒っても、けんかをしていても許してしまう」寝顔が

ある、「熱帯夜に兄弟３人が重なり合うようにねむる姿」

をみる幸せがある、「暑い中、４人でくっついて寝る」幸

せがある。

（２）不安・困難ななかでの喜び・支え

　この節に含めたカテゴリー名の「子どもの成長」「新

しい兄弟への思い」「そのやさしい気持ちがうれしいよ」

「夫婦・友達」は、なんらかの困難な状況のなかで、そ

の状況を展開させるきっかけとなった源を名づけたもの

である。

①子どもの成長

投稿１１　「泣かなくていいよ。ね？すぐ痛いの治るから」

　　　　　あまりの腹痛(息子からもらった胃腸炎ですが)に、

　　　　　泣きマネをしていたところ、そうなぐさめてく

　　　　　れました。私がいつも息子に言っている言葉で

　　　　　す。さらに頭もなでてくれました。スッと心が

　　　　　楽になりました。子どもにとっても親にとって

　　　　　も、辛い時の声かけは大事なんですね。そして、

　　　　　よく見ているなぁと感心しました。

投稿１２　いつだったか、私が体調をくずして寝込んでい

　　　　　た時、子どもが傍に寄ってきて「痛いの？痛い？

　　　　　大丈夫だよ。いいことあるからね。」と言って

　　　　　きたので、その時の姿がとても可愛らしくて、

　　　　　心が和みました。
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投稿１３　・・・また別の日、次男を自転車の前座席に乗

　　　　　せて走っていたら、目の前の高架をJRの特急

　　　　　列車が通り過ぎた。「こんどお母さんとお父さ

　　　　　んとお兄ちゃんと３人で乗れるよ。」と息子。

　　　　　４人でしょと私が言うと自分は運転手だから乗

　　　　　せたげると答えた。つい数日前まで４人で乗ろ

　　　　　うって言っていたのに、いつ運転手になるって

　　　　　決めたのかな。子どもって毎日見て話して一緒

　　　　　に過ごしているけれど、私とは違う一人の人間

　　　　　で知らない事がたくさんある。全部はムリだけ

　　　　　ど、もっといっぱい話そう。

　「いつも自分が子どもに言っている言葉で慰めてくれる」

息子」がいる、体調をくずしたときに傍に来て、「大丈夫

だよ。いいことあるよ。」となぐさめてくれる子どもがい

る、「毎日一緒に過ごしているけど、私とは違う人間で知

らないことがたくさんある」息子がいる。

②　新しい兄弟への思い

投稿１４　第２子を妊娠して現在６ヵ月。長男の入学準備

　　　　　の為ランドセルを見に行ったある日、長男が店

　　　　　員さんの「人気商品は売り切れてしまいます」

　　　　　の『売り切れ』を聞いて心配になったようで「赤

　　　　　ちゃんの分も買っておいて！」とまだ見ぬ弟か

　　　　　妹への優しい想いが感じられたとても嬉しい出

　　　　　来事でした。

投稿１５　長男を出産したときは、夫婦２人の自由で気楽

　　　　　な生活から一変、初めての育児にとまどうばか

　　　　　りで「赤ちゃんかわいいでしょ？」と聞かれて

　　　　　も心から"はい"と言えないつらい日々でした。

　　　　　またあのつらい日々が始まるのかと思うと２人

　　　　　目なんてとんでもない・・・そう思っていまし

　　　　　た。周りは子どもが３人も４人もいる人が多く

　　　　　ひとりではかわいそうかも、と悩むこともあり

　　　　　ましたが、踏みきれないまま５年が過ぎ、きっ

　　　　　とこのままひとりっ子で育てていくのだろうと

　　　　　思った矢先、お腹に赤ちゃんがいることがわか

　　　　　りました。長男にお兄ちゃんになることを伝え

　　　　　ると「赤ちゃんいっぱいだっこしてあげるよ！！」

　　　　　とうれしそうに言ってくれたとき、この子に兄

　　　　　弟をつくってあげられてよかったと胸がいっぱ

　　　　　いになりました。２人目の育児は、弟をかわい

　　　　　がってくれる長男に助けられながら楽しめてい

　　　　　る毎日に、あれこれ悩んでいた頃が懐かしく思

　　　　　えます。子は授かり物だと２人を見ていると思

　　　　　います。

　まだ見ぬ弟・妹のランドセルの「売り切れ」を心配する

長男がいる、新しい命が宿ったことを伝えると「赤ちゃん

いっぱいだっこしてあげるよ！！」とうれしそうに言う長

男がいる。

③　そのやさしい気持ちがうれしいよ

投稿１６　保育園から帰宅した夕方のこと、今日は仕事で

　　　　　疲れていて「ママご飯作りたくなーい」とつい

　　　　　つい子どもに本音を。すると子どもが「作って

　　　　　あげる！」とやる気満々で台所へ。と思ったら

　　　　　すぐに引き返してきて「できなーい」というの

　　　　　で「知ってるー」と答えてしまいました。(笑)

　　　　　作れないことは最初からわかっていたけどその

　　　　　気持ちが嬉しいよ★

　　　　　「大きくなったらママにご飯作ってね」と言う

　　　　　と「いーよ！」とすぐに返事が返ってきました。

　　　　　疲れていたけどちょっと元気がでたので夕飯づ

　　　　　くりの準備にとりかかるのでした。

投稿１７　「ねぇ！お母さん、手を繋ごう！」突然言われ

　　　　　た一言。どうしたのかな？何があったのかな？

　　　　　すると・・・「手を繋ぐと、温かい気持ちにな

　　　　　るでしょ？」仕事で疲れて笑顔の少なかった

　　　　　私・・・手をにぎり返すと満面の笑み。子ども

　　　　　の何気ない言葉にジーンときた。

　　　　　生まれてきてくれてありがとう！！そう思える

　　　　　今、幸せだなぁと思える。そんな息子が私の原

　　　　　動力です。

　「作ってあげる！」とやる気満々で台所へ向かう子ども

がいる、「手を繋ぐと、暖かい気持ちになるでしょ？」と

仕事に疲れて笑顔の少なかった母親に手を繋ごうと誘う子

どもがいる。

④夫婦・友達

投稿１８　私は子育て十六年生。悩みはつきない。思春期

　　　　　に入った息子は第一子。一方通行の私の思い。

　　　　　おさまり所がなくてイライラ。

　　　　　頭では思春期だからとわかっているつもりだが、

　　　　　気持ちが抑えられずケンカになってしまう。自

　　　　　分も昔、親を困らせたな。今まで教えてきたこ

　　　　　とや躾なんて陰も見えず、自分の育児を振り返

　　　　　り落ち込んでしまう・・・。こんなはずじゃな

　　　　　いのに。こんな時、息子の同級生の母親の友達

　　　　　とグチ大会！！夫にもグチ大会の開催！！

　　　　　相手のグチにはそんなの大丈夫よ！とか今の年

　　　　　頃だからなどと言い、自分の子どものことも相

　　　　　手に同じ様に言われ少し胸をなでおろす。吐き

　　　　　出す事は大切！！

　　　　　子育てって思うようにいかないものだ。だから

　　　　　こそ、友達とつながったり、自分の見聞を広め

　　　　　たりしながら、自分の価値観を柔軟に変えてい

　　　　　く新しい発見がある。

投稿１９　つい先日、夫婦げんかをしました。私達夫婦に

　　　　　とって、子どもが生まれてから初めての実に９

　　　　　年ぶりという、久しぶりのけんかです。ほんの

　　　　　一瞬の出来事の様なけんかだったけれど、子ど

　　　　　も達の目の前で・・・してしまいました。しまっ

児童虐待防止に資する要因の探求の試み
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　　　　　たぁと思い、すぐ平常心にもどり「大じょうぶ

　　　　　よ、大した事ないのよ」みたいな態度をとる自

　　　　　分がいました。心はけんかをした事ですごく

　　　　　ショックを受けていましたが、母って何か強い

　　　　　なと思いました。子ども達は何事もなかったか

　　　　　のように、けろっとしていましたが、どう思っ

　　　　　ただろうか？今でも気になっています。私たち

　　　　　は子どもの顔を見るだけでも癒され、会話も生

　　　　　まれ、仲直りも出来ました。お互いに家族とい

　　　　　う絆を壊したくないという気持ちがあったから

　　　　　だと思います。子どもがいて、子ども中心の生

　　　　　活だけれど、とても幸せだなぁと思います。そ

　　　　　してやっぱりけんかしたくないなぁと大反省の

　　　　　日々でした。主人とは今後も仲良くしていきた

　　　　　いです。

投稿２０　大切な主人へ

　　　　　ありがとう。あなたの"味方でいるから大丈夫"

　　　　　の一言であの時の私は救われました。これから

　　　　　も幸せに暮らそうね。仲良くしようね。

　　　　　同居をしていた頃、両親との折り合いが悪く日々

　　　　　ケンカしては泣いていました。

　　　　　「誰も私の気持ちを分かってくれない。私には

　　　　　誰一人優しくしてくれない」と主人に話した時、

　　　　　「おれは何があっても味方でおるよ。淋しいこ

　　　　　と言わんでや。」と言ってくれました。

　　　　　心から救われました。

　「息子の同級生の母親の友達や夫ともグチ大会の開催」

をする妻がいる、「子どもの顔を見るだけで癒され、会話

も生まれ、仲直りできた」夫婦がいる、「おれは何があっ

ても味方でおるよ。」という夫がいる。

（３）親自身の成長とそれを可能にしたきっかけ

　この節に含まれるカテゴリーはひとつだけであったが、

親の思い込みがなんらかのきっかけで変化し、親自身の気

づき・成長につながった源を示している。

①親の思い込みの変化・親の成長

投稿２１　春まだ浅い３月下旬。私は焦りと焦燥感の間に

　　　　　いた。４歳を目前にした娘に、何度同じことを

　　　　　言っても伝わらない日々が続いていたからだ。

　　　　　何十回何百回と言い聞かせても、その時は「ご

　　　　　めんなさい！次からは気をつける！」と泣きじゃ

　　　　　くるのに、その"次"はあっという間に来てしま

　　　　　う。一体、私の何がいけないのか。どうしたら

　　　　　この子に伝わるのか。答えのない日々に完全に

　　　　　行き詰っていた。

　　　　　そんなある日、地区の一斉清掃のため近所を掃

　　　　　除していると、娘が嬉しそうに言った。「お母

　　　　　さん見てー！春が咲いてるよー。」

　　　　　その指さす先には、小さな白い花を咲かせてい

　　　　　る雑草。その瞬間、私の中の何かがフッと緩ん

　　　　　だような気がした。この子は、こんなに素敵な

　　　　　表現ができる子に育っている。私はただ一点だ

　　　　　けを見て、ムキになり過ぎていたんじゃないか。

　　　　　娘の一言が、少し気長に付き合うという余裕を

　　　　　私にくれた瞬間だった。

投稿２２　４才の息子は口も達者になり、少しずつ我も強

　　　　　くなってきて、親の言う事を聞かなくなってき

　　　　　ました。叱れば叱るほど反抗し、口で表現でき

　　　　　なくなると私に対して叩いたり蹴ったり。こち

　　　　　らも反抗的な態度や自分の大声にさらに興奮し

　　　　　てヒートアップ。ある日、説教と言い訳のくり

　　　　　返しの末、大声でどなりつけた時に固まってし

　　　　　まった息子を見て「ママ少し言いすぎたね。ご

　　　　　めんね。」と謝ると、一歩も譲らず反抗してい

　　　　　た息子が一変し「ごめんなさい、ごめんなさ

　　　　　い。」と号泣し抱きついてきました。私は気づ

　　　　　きました。子どもは悪い事をした時はちゃんと

　　　　　反省している。ただひきさがれなくなっただけ

　　　　　だと。私は「力は力しか生まない」と実感しま

　　　　　した。それ以来、決して叱りっぱなしにせず、

　　　　　叱った後はいつもの笑顔に戻るまで、必ず抱き

　　　　　しめて会話することにしています。叱る時こそ

　　　　　親が冷静になろうと心がけています。

投稿２３　我が家の長女（７）はすごく自己中・・・

　　　　　なんでこんなにマイペースで自己中心的な子な

　　　　　んだろうと思っていた。ある時、「学校でがん

　　　　　ばってるからね。家で自分が出せているのはい

　　　　　いことよ」と言われて気がついた。家族の前で

　　　　　自分を出さなかったらこの子はどこで自分を出

　　　　　すのか・・・家で自分の気持ちを表現し、甘え

　　　　　からの自己中心的な行動だと思うと少し安心し、

　　　　　うれしくなった。

　　　　　子どもの頃、母が「世界中の皆が敵になっても

　　　　　お母さんは絶対最後まで味方だから」と言って

　　　　　育ててくれた。今、自分が母になり自分にとっ

　　　　　ての支えの言葉だったと感じる。私も自己中な

　　　　　長女と甘え上手な二女（５）にこの言葉を伝え、

　　　　　安心して毎日を過ごしてほしいと思う。

　　　　　心から大切で大好きな娘達、立派にならなくて

　　　　　いいから、元気で毎日を楽しく過ごしてほしい。

　　　　　「世界中の皆が敵になってもかぁちゃんは絶対

　　　　　にあなた達の味方だよ　」

　「お母さん見てー！春が咲いてるよー」と指差す娘の言

葉があった、「説教と言い訳のくり返しの末、大声でどな

りつけた時に固まってしまった」息子の姿があった、「学

校でがんばってるからね。家で自分が出せているのはいい

ことよ」と言われてはっと気づく自分がいた。

（４）様々な家族とその抱える困難

　この節にまとめられているカテゴリー名はそれぞれが抱

える困難の観点から名づけられたものなので、ここでは、
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その困難をはねのけているとしたら、どのようなことがそ

れを可能にしているか、に注目する。

①悩みはつきない

投稿２４　三児の母として毎日をがむしゃらに送っていま

　　　　　す。小２の長女が運動会が終わったころから反

　　　　　抗的な態度や泣きだすとなかなか止まない。そ

　　　　　んな事が繰り返される中で、私は母としてどう

　　　　　向き合ったら良いのか分からなくなってきた。

　　　　　娘に対して気を遣うようになり、娘もまた私の

　　　　　顔色を見ているようにも感じる。

　　　　　私は、母として失格かもしれない。そんな思い

　　　　　で涙は溢れ・・・。でも、そんな時娘が一通の

　　　　　手紙をくれた。「お母さん、毎日お仕事して頑

　　　　　張ってくれてありがとう。私も学校頑張るから

　　　　　ね。」と。

　　　　　私は子育てをしている中で、子ども達に成長さ

　　　　　せてもらっているのだと感じた。今は大変かも

　　　　　しれない。だけどいつか笑って振り返る日が来

　　　　　るだろう。だから、私は今日も前を向いて子ど

　　　　　も達と共にゆっくり前進していこうと心に誓っ

　　　　　た。暖かい眼差しで、今しかない子ども達の成

　　　　　長を心に焼きつけようと思う。

投稿２５　初めての子育て、なかなか自分の思い通りにな

　　　　　らなくてイライラして、子どもにあたっていま

　　　　　した。そんな時夫から「子どもを甘やかしすぎ

　　　　　だ」と言われました。私は母親失格だ。もう子

　　　　　育てに自信がない。自分で自分を責め落ちこみ

　　　　　ました。心が折れそうになりました。友人に相

　　　　　談すると「子育てって教科書みたいに上手くい

　　　　　かないよ！子どもって１人１人個性があるし、

　　　　　成長も個人差があるから、それと他の子とは比

　　　　　べない方がいいよ」と言われました。少し気持

　　　　　ちが楽になりました。

　　　　　またある人には、子育てに自信を持って、楽し

　　　　　くしましょう！と言われました。

　　　　　これからは、心に余裕を持って子育てをしてい

　　　　　きたいと思います。子育てをしっかりして子ど

　　　　　もから学ぶ事もあるし、これから先いろいろ大

　　　　　変だと思うけど子育てがんばっていこうと思い

　　　　　ます。

　母として娘とどう向き合ったら良いのか分からなくなっ

てきたとき「娘からの手紙」があった、子育てに自信を失っ

たなかでの、「友人への相談・友人からのアドバイス」が

あった。

②離婚・単親

投稿２６　ごめんな、パパとママがはなれてしまって、お

　　　　　前がママと一緒にいることができなくなってし

　　　　　まってごめんな。でも、パパがじいちゃんやば

　　　　　あちゃん達がお前を全力で守っていくからな。

　　　　　お前がやさしくて強くて思いやりのある大人に

　　　　　なれるように、みんなでがんばるからな。ごめ

　　　　　んな。

　「子どもがやさしくて強くて思いやりのある大人になれ

るように、みんなで頑張るから、こめんな」とつぶやく父

親がいた。

③病気・障害

投稿２７　父はガンになりました。ガンになるまでは「お

　　　　　酒をがまんするくらいなら、お酒を好きなだけ

　　　　　飲んで早く死んだ方がいい！！」と言っていた

　　　　　のに、ガンになってからはお酒は全く飲んでい

　　　　　ません。母と東洋医学を取り入れてたり、ガン

　　　　　に良いと聞いた事には色々とチャレンジもして

　　　　　います。そんな父の姿を見ていると“まだまだ

　　　　　生きたいんだ”というのが言葉には出さないけ

　　　　　れどビシビシと伝わってきます。私は父になに

　　　　　をしてあげればいいんだろう・・・すごく考え

　　　　　させられました・・・私に出来る事、子どもを

　　　　　しっかりと育て、家族と仲良くする事・・・事

　　　　　故に気をつける事・・・健康でいる事・・・実

　　　　　家に帰る時はヘラヘラしてお母さんを笑わす

　　　　　事・・・かな？！ヘラヘラしていると皆が笑っ

　　　　　てくれるから、私のヘラヘラした性格も悪いも

　　　　　んじゃ・・・ないかな？！父が１日でも長く生

　　　　　きられますように・・・父の事が大好きな娘より。

投稿２８　私の実父が病に倒れ、その一報が入った時、３

　　　　　人の子の親である自分が、素の子どもに戻り、

　　　　　頭が真っ白なままで家を飛び出して実家に向かっ

　　　　　た。後になって聞く話、その時我が子も私の動

　　　　　揺を見て同じく動揺していたらしい・・・。そ

　　　　　れからも父のことでバタバタする自分。子ども

　　　　　が後まわしになることも度々。そんな時、ある

　　　　　人の一言で視点が変わった。「今一番大事な事

　　　　　を優先しなさい」私が優先すべきは子ども達。

　　　　　親への感謝もあり、すごく葛藤したけれど、だ

　　　　　からといって、親を放っておくことにはならな

　　　　　いから・・・との言葉にはりつめてたものがスッ

　　　　　と楽になった。

　　　　　それから、私に気を使っていてくれた子どもの

　　　　　ことにも気付けた。こんなに小さい子ども達だ

　　　　　けど、私なんかよりずっと上手だなということ

　　　　　と感謝がわいてきた。そんなことに気付くと、

　　　　　より一層、愛しいなぁと感じることができた体

　　　　　験だった。

　父の病にたいして自分の出来ることを必死に考える娘が

いた、混乱する中で「今一番大事なことを優先しなさい」

という言葉を送ってくれた人がいた。

児童虐待防止に資する要因の探求の試み
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児童虐待防止に資する要因の探求の試み

④死

投稿２９　親友が３９歳の若さでこの世を去った。小学２

　　　　　年と４年の子どもを残して。彼女の気持ちは計

　　　　　り知れない。

　　　　　けれど、最後のお別れのときに笑顔を見せてい

　　　　　た２人の子どもは、きっと彼女の愛情を十分に

　　　　　受け、これからの人生をしっかりと歩んでいけ

　　　　　るのだろうと感じられた。

　　　　　私にも３人の子どもがいる。彼女には今も（そ

　　　　　してこれから先もずっと）大切なことを教えて

　　　　　もらっている。今、私に出来ることを一生懸命

　　　　　やろう。今与えられている幸せに感謝しよう。

　　　　　辛い事、苦しい事から逃げずに受け止める強さ

　　　　　を持とう。命は限りあるもの。当たり前のこと

　　　　　だけど今まで気にせず生きてきた。

　　　　　３人の子どもに命のバトンを渡すことは出来た。

　　　　　そのバトンをしっかりと次に渡せるように、こ

　　　　　の子たちを育てたい。子どもと一緒に笑い、泣

　　　　　き、考えて、一日一日を大切に生きたい。

　親友の死を受け、「今も、（そしてこれから先もずっと）

大切なことを教えてもらっている」と思う母親がいる。

⑤妊娠・出産

投稿３０　２番目の子どもである長女は３０週目で生まれ、

　　　　　２カ月病院に入院していました。大きく産んで

　　　　　あげられなかったことを申し訳なく思い、保育

　　　　　器の中で眠る赤ちゃんを見ては、無事に育つの

　　　　　かと心配でした。

　　　　　その頃、２歳の長男がよく歌っていた曲が「手

　　　　　のひらを太陽に」でした。その歌詞からは命の

　　　　　尊さのようなものが感じられ、「ぼくらはみん

　　　　　ないきている～」「ぼくのちしお～」と少し難

　　　　　しい歌詞を無邪気に歌う長男に、とても励まさ

　　　　　れました。

　　　　　２カ月経って無事に退院。少しずつ成長してい

　　　　　ることを実感する日々です。長男の赤ちゃん返

　　　　　りに悩まされたり、赤ちゃんの笑顔に癒された

　　　　　り。子どもが成長するにつれ、親の願いもふえ

　　　　　てくるものだとは思います。でも植物や虫達に

　　　　　囲まれながら、太陽の光を浴びてゆったりと散

　　　　　歩したときに感じた「生きていることの幸せや

　　　　　感謝の気持ち」を忘れないようにしたいと思っ

　　　　　ています。

　「２歳の長男がよく歌っていた『手のひらを太陽に』に

はげまされる」母親がいた。

⑥パパのつぶやき

投稿３１　ママと２才の妹の「お店のご飯とママのご飯どっ

　　　　　ちがおいしい？」「ママ！！」という会話を聞

　　　　　いて、４才の息子が「パパのもおいしいよ！！」

　　　　　とニッコリ。気をつかったのかな・・・と思い

　　　　　つつ、その言葉に「きゅん　」となり、料理好

　　　　　きのパパの闘志に火がつきました。ママに負け

　　　　　ないゾ！！と頑張るパパです。

　「４才の息子の『パパのもおいしよ！！』に闘志の火が

つく」父親がいた。

４　まとめと今後の課題

　本研究は、投稿例におけるそれぞれの方の「親自身が生

き生きと生きる」力の源や「子育てや家庭の困難さを抱え

ながらもどうそれらをしのいだりあるいははね返したりし

ているのか」を探ることで、家族そのものや家族をとりま

く環境が持っているであろう、児童虐待や不適切な養育に

対する「補償因子（防御要因）」についての仮説生成に迫

ろうとするものであった。

　今回様々な「力の源」が語られ、それら一つ一つが児童

虐待や不適切な養育の予防に大いに関係する可能性は高い

と考えられる。しかし、投稿者にとって意味ある「力の源」

として体験された体験は、それをそのように受け止めた投

稿者側の要因があってこそ、とも言えよう。今回の研究手

法ではその点を明らかにするには至らなかった。

　そのような児童虐待・不適切な養育の「補償因子」の仮

説生成の試みをさらに追究することが今後の重要な課題で

あるが、その一方で、子育て中にある読者がこれらの投稿

を読み、そのいくつかの投稿に共感するといった営み自体

の中に、その人にとっての意味ある「補償因子」の発見が

あるという考え方に添ったさらなる研究も期待される。

（注）本文でも述べたように、本研究は全国地域活動連絡

協議会が行った活動から得られた資料に基づいて行われた。

記して感謝したい。
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